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　保存・活用・整備・運営・体制の整備の各々に関する各種の施策の実現状況を把握するために、

定期的に自己点検を行う。自己点検はいわゆるＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき、実際の事

業を通じて実現した内容が、企画及び計画の段階において掲げた目標をきちんと達成できてい

るか、実際に行っている公開及び運営が当初の計画通りに進められているか等の点について確

認、評価し、必要な場合は内容の改善につなげる。

　経過観察については、町教育委員会が中心となり、関係機関と連携して、施策の点検と見直

しを随時行っていくものとする。経過観察に関する指標、期間、手法は第11表保存活用計画

総括表に記載する。

第 12 章　経過観察 第 11 表　保存活用計画総括表
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第 12 表　棚倉城跡自己点検表


